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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年11月24日(2011.11.24)

【公表番号】特表2008-513192(P2008-513192A)
【公表日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2008-017
【出願番号】特願2007-531755(P2007-531755)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   5/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   3/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   5/06    　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｊ   3/46    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年10月4日(2011.10.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補修されるべき基体上の塗膜の色の特性およびテクスチャ特性に補修塗料をマッチさせ
る方法であって、
　テクスチャ特性は、小さい構成部分の大きさおよび組織により定められる、塗膜面にお
ける目視できる表面構造と定義され、
　該補修塗料が塗料モジュールの濃度に基づいて配合され、各塗料モジュールが特定のテ
クスチャデータおよび色データに関連付けられ、該塗料モジュールのテクスチャデータお
よび色データを使用する計算用テクスチャおよび色モデルが、マッチするテクスチャおよ
び色特性を有する補修塗料を算出するために使用され、
　色差配合およびテクスチャ差配合を、重み因子を用いて合体する、色およびテクスチャ
差配合が使用され、
　重み因子の最適値がそれぞれの別個の色配合について具体的に定められることを特徴と
する上記方法。
【請求項２】
　分光測色計が、元の塗料の色を測定するために使用されることを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　デジタル画像化装置、たとえばＣＣＤカメラが、元の塗膜のテクスチャを画像化するた
めに使用されること、および画像解析ソフトウェアが、該画像化されたテクスチャを解析
しテクスチャパラメータを計算するために使用されることを特徴とする、請求項１または
２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　特定のテクスチャにマッチさせるために要求される、所定の一組の効果モジュールの濃
度が計算されること、およびその後、該効果モジュールの混合物がさらなるモジュールと
混合されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　色が補修されるために、該補修されるべき色の目視評価の必要なしに効果モジュールが
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選択されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　色の他に、塗膜は多数のさらなる目視上の特性を示す。とりわけ、効果顔料、たとえば
アルミニウムフレーク顔料または真珠光沢顔料が使用されると、塗膜の外観は一様な色の
外観ではなくて、テクスチャを示す。粗さ（ｃｏａｒｓｅｎｅｓｓ）、グリント（ｇｌｉ
ｎｔ、キラツキ）、ミクロ光輝（ｍｉｃｒｏ－ｂｒｉｌｌｉａｎｃｅ）、曇り、まだら、
斑点、きらめき（ｓｐａｒｋｌｅ）または輝き（ｇｌｉｔｔｅｒ）のような現象を、これ
は包含することができる。以下において、物質の小さい構成部分の大きさおよび組織によ
り定められる、塗膜面における目視できる表面構造と、テクスチャは定義される。この文
脈において、テクスチャは、塗膜の粗度を含まないで、塗膜面における目視できる不規則
形状のみを包含する。人の目の解像度よりも小さい構造は「色」に寄与し、一方、それよ
りも大きい構造は一般に「テクスチャ」にも寄与する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本発明の目的は、基体上に元々施与された塗料との補修塗料のマッチングを改良して、
好ましくは特定のテクスチャデータを有する完成組成物のデータベースを構築する必要な
しに、より速くおよびより信頼できる様式でより正確な結果を与えることである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　補修されるべき基体上の塗膜のテクスチャ特性に補修塗料をマッチさせる方法によって
本発明の目的は達成され、この方法では、各塗料モジュールが特定のテクスチャデータに
関連付けられていること、および該塗料モジュールのテクスチャデータを使用する計算用
テクスチャモデルが、マッチするテクスチャ特性を有する補修塗料を算出することを特徴
とする塗料モジュールの濃度に基づいて、該補修塗料が配合される。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　本発明は、基体上の塗膜を補修する方法に関し、および所要のテクスチャ特性にマッチ
する塗料モジュールの組み合わせを計算するために使用される特定のテクスチャデータを
有する塗料モジュールを使用し、計算されたように該モジュールを混合し、そして塗り替
えられるべき基体上に該得られた塗料を施与して、補修されるべき基体上の塗膜のテクス
チャ特性に補修塗料をマッチさせる方法にも関する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　標準塗料、たとえば補修されるべき自動車の塗料のテクスチャは、多数のテクスチャパ
ラメータＴｉＳＴで表現されることができる。この標準塗料のテクスチャがマッチされる
べきときは、（Ｗ．Ｈ．Ｐｒｅｓｓ、Ｂ．Ｐ．Ｆｌａｎｎｅｒｙ、Ｓ．Ａ．Ｔｅｕｋｏｌ
ｓｋｙおよびＷ．Ｔ．Ｖｅｔｔｅｒｌｉｎｇ著、「ＮｕｍｅｒｉｃａｌＲｅｃｉｐｅｓ 
ｉｎ Ｐａｓｃａｌ」、Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｐｒｅｓｓ刊、１９
８９年に記載された）Ｍａｒｑｕａｒｄｔ－Ｌｅｖｅｎｂｅｒｇアルゴリズムのような非
線形最適化アルゴリズムを使用することによって、たとえば最小二乗法のような計算方法
が使用されて、トナー濃度を変えることによって以下の表現を最小化することができる。

　１個の塗料配合について、色配合と特定の目標色との理論的テクスチャ差が最小化され
る（すなわち、式（６）のＸ２が最小化される）ようにトナー濃度が変えられることを、
これは意味する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　反射率値ＲＳＴｇλで表現された標準色（たとえば、補修されるべき自動車の色）にマ
ッチさせるために、非線形最適化アルゴリズム、たとえばＭａｒｑｕａｒｄｔ－Ｌｅｖｅ
ｎｂｅｒｇアルゴリズムを使用することによって以下の表現を最小化するために、たとえ
ば最小二乗法が使用されることができる。

　１個の色配合について、該色配合と特定の目標色との理論的色差が最小化される（すな
わち、式（１３）のＸ２が最小化される）ように、トナー濃度が変えられることを、これ
は意味する。１個の色配合中のＶ個の種々のトナーの濃度ｃｉは、各トナーについて固定
されたＫおよびＳの値を使用する以下の式でパラメータｃｉをフィッティングさせること
によって、推定される。
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